
［成果情報名］「させぼ温州」若齢樹の果実肥大と品質の時期別目安値

「させぼ温州」若齢樹における収穫時の果実階級が Ｍ級果となるための生育期［要約］ L
の果実横径の時期別推移と収穫時果実糖度が 以上となるための果実品質の時期別推移13
は、目安値として活用できる。
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［背景・ねらい］

若齢樹の「させぼ温州」は、見かけの樹相とは異なり強勢であることなどの要因から果

LM実が大玉果となりやすく高品質な果実生産に苦慮している そこで 収穫時に高品質な。 、

級果実を生産するための果実横径の時期別の推移と収穫時に糖度 以上となるための果13
実品質の時期別推移による目安値を作成する。

［成果の内容・特徴］

収穫時にＬ 級果となった糖度 以上の果実の横径は、生育期間中標準偏差が 前後1. M 13 2
で推移しており、目安値として活用できる（図 、表 。1 1）
商品価値の高いＭ級果となる果実横径は、 月１日に ㎜、 月１日に ㎜、 月１2. 8 40 9 50 10

日に ㎜、 月 日に ㎜程度で推移する。このときの 日間の肥大量は、 月上旬59 11 1 64 10 9
までは ㎜程度、 月上旬までは ㎜程度、 月末までは１㎜程度、 月以降は ㎜3 10 2 10 11 0.5
以下となる（表 。1）
果実糖度は、年次間の標準偏差が小さく目安値として活用できる。酸含量は 月まで3. 10
は標準偏差がやや大きいが、収穫 カ月前からは小さくなる（図 、表 。1 2 2）

［成果の活用面・留意点］

目安値のデータは、樹齢 年生～ 年生樹の「させぼ温州」において得られたもので1. 8 12
あり、果実横径は目標値を満たす カ年（Ｌ級果） カ年（Ｍ級果 、果実品質は カ4 3 4）

年の調査データより作成したものである。

本成果は、マルチ栽培においてエチクロゼートを熟期促進や夏秋梢抑制を目的に散布2.
をした樹であることに留意する。



［具体的データ］

となる果実横径の肥大推移図１ 収穫時でＬＭ級果

となる果実横径の肥大推移表１ 収穫時でＬＭ級果

注）ＬＭ級果実は、収穫時糖度 をクリヤーしたものである。13

となるための果実品質の推移図２ 収穫時の糖度13以上

表２ 収穫時糖度 以上となる果実品質の時期別の推移13
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